三十六歌仙基礎資料稿 by 吉海 直人 & YOSHIKAI Naoto
〔
要
旨
〕
本
論
で
は
「
三
十
六
歌
仙
」
の
普
及
を
め
ざ
し
、
基
礎
作
業
と
し
て
「
三
十
六
歌
仙
」
の
翻
刻
・
現
代
語
訳
・
出
典
・
鑑
賞
・
作
者
・
他
秀
歌
を
載
せ
、
簡
単
な
解
説
を
付
し
た
。
解
説
で
は
「
三
十
六
歌
仙
」
と
い
う
作
品
が
抱
え
る
複
雑
な
特
徴
に
も
言
及
し
た
。
〈
解
説
〉「
三
十
六
歌
仙
」
に
つ
い
て
一
「
三
十
六
歌
仙
」
の
原
点
は
、
藤
原
公
任
が
編
ん
だ
『
三
十
六
人
撰
』
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
著
名
な
歌
人
の
歌
が
十
首
（
六
人
）、
そ
れ
以
外
の
歌
人
の
歌
が
三
首
（
三
十
人
）
ず
つ
採
ら
れ
て
い
る
（
計
百
五
十
首
）。
そ
の
歌
人
の
歌
か
ら
任
意
に
各
一
首
を
選
ん
だ
一
首
歌
仙
本
が
、
い
わ
ゆ
る
「
三
十
六
歌
仙
」（
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
）
で
あ
る
。
そ
れ
が
最
初
か
ら
一
人
一
首
の
百
人
一
首
と
は
大
き
く
異
な
る
点
と
い
え
る
。
そ
れ
だ
け
で
も
和
歌
の
組
合
せ
（
取
捨
選
択
）
は
複
雑
で
あ
る
が
、
「
三
十
六
歌
仙
」
に
は
さ
ら
に
面
倒
な
こ
と
が
生
じ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
藤
原
定
家
の
父
俊
成
は
公
任
の
撰
歌
に
不
満
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
自
ら
歌
人
は
そ
の
ま
ま
で
、
和
歌
を
大
幅
に
差
し
替
え
た
『
俊
成
三
十
六
人
歌
合
』（
全
一
〇
八
首
）
を
編
纂
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
別
々
の
名
称
だ
っ
た
ら
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
世
間
に
流
布
し
て
い
る
「
三
十
六
歌
仙
」
の
多
く
は
、
俊
成
の
選
ん
だ
歌
か
ら
も
適
宜
歌
を
選
ん
で
お
り
、
そ
れ
も
同
じ
く
「
三
十
六
歌
仙
」
と
し
て
流
布
し
て
い
る
の
で
、
根
本
的
に
定
義
が
混
乱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
室
町
期
の
近
衛
尚
通
は
、『
俊
成
三
十
六
人
歌
合
』
に
自
ら
歌
を
各
一
首
追
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
増
補
歌
を
含
む
「
三
十
六
歌
仙
」
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
天
和
三
年
（
一
六
八
三
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
歌
仙
金
玉
抄
』
な
ど
、
一
首
掲
載
し
た
だ
け
で
な
く
「
書
替
歌
」
と
し
て
掲
出
歌
の
他
に
各
四
首
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
計
五
首
の
三
十
六
歌
仙
基
礎
資
料
稿
吉
海
直
人
二
九
中
か
ら
自
由
に
歌
が
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
誰
で
も
「
三
十
六
歌
仙
」
の
撰
者
に
な
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
「
三
十
六
歌
仙
」
の
複
雑
さ
を
象
徴
し
て
い
る
本
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
わ
ず
か
三
十
六
首
の
小
品
で
あ
り
な
が
ら
、「
三
十
六
歌
仙
」
と
い
う
作
品
は
こ
の
よ
う
に
複
雑
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
一
般
的
な
諸
本
分
類
を
困
難
な
も
の
に
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
研
究
を
妨
げ
て
き
た
で
あ
る
。
二
本
論
で
は
、
高
台
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
狩
野
光
信
の
描
い
た
古
い
「
三
十
六
歌
仙
図
」
を
底
本
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
痛
み
が
激
し
い
も
の
も
あ
り
、
絵
や
字
が
剥
落
し
て
判
読
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
や
む
を
え
ず
、
高
台
寺
の
近
く
に
あ
る
円
徳
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
美
麗
な
「
三
十
六
歌
仙
」（
狩
野
尚
信
画
）
を
用
い
（
注
）
て
便
宜
的
に
そ
れ
を
補
っ
て
い
る
。
そ
の
底
本
の
中
に
は
、
公
任
撰
に
な
く
俊
成
撰
に
の
み
あ
る
歌
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
（
む
し
ろ
ほ
と
ん
ど
が
俊
成
撰
）。
そ
れ
こ
そ
が
一
般
に
流
布
し
て
い
る
「
三
十
六
歌
仙
」
の
実
情
で
あ
っ
た
。
な
お
基
礎
資
料
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
、
次
の
よ
う
な
注
を
施
し
て
い
る
。①
歌
に
は
通
行
の
歌
番
号
を
施
し
た
。
②
歌
の
下
の
カ
ッ
コ
内
の
「
公
」
は
公
任
撰
『
三
十
六
人
撰
』
所
収
、
「
俊
」
は
俊
成
撰
『
俊
成
三
十
六
人
歌
合
』
所
収
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
二
つ
あ
る
の
は
共
通
歌
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
③
次
に
歌
の
出
典
（
勅
撰
集
）
を
示
し
た
。
④
そ
れ
に
続
い
て
私
に
現
代
語
訳
を
施
し
、
鑑
賞
・
作
者
・
他
秀
歌
に
つ
い
て
注
記
し
た
。
〈
三
十
六
歌
仙
基
礎
資
料
稿
〉
１
ほ
の
ぼ
の
と
明
石
の
浦
の
朝
霧
に
島
隠
れ
ゆ
く
舟
を
し
ぞ
思
ふ
（
公
）
〈
出
典
〉
古
今
集
四
〇
九
・
巻
九
「
題
知
ら
ず
読
み
人
知
ら
ず
」
左
注
「
こ
の
歌
は
あ
る
人
の
曰
く
柿
本
人
麿
が
歌
な
り
」・
古
今
集
仮
名
序
「
人
麿
」
〈
現
代
語
訳
〉
ほ
の
ぼ
の
と
明
け
て
い
く
明
石
の
浦
の
朝
霧
の
中
、
島
影
に
姿
を
消
し
て
い
く
舟
を
見
て
い
る
と
し
み
じ
み
と
し
た
気
分
に
な
る
こ
と
よ
。
〈
鑑
賞
〉
こ
の
歌
は
『
万
葉
集
』
に
な
く
、『
古
今
集
』
で
も
読
み
人
知
ら
ず
の
伝
承
歌
だ
が
、
仮
名
序
で
は
「
人
麿
」
と
し
、
ま
た
左
注
で
三
〇
も
人
麿
作
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。『
人
麿
集
』
に
所
収
さ
れ
た
こ
と
で
人
麿
の
代
表
歌
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
〈
作
者
〉
柿
本
人
麿
生
没
年
未
詳
。
主
に
持
統
・
文
武
朝
（
六
五
八
年
頃
〜
七
〇
七
年
頃
）
に
活
躍
し
た
宮
廷
歌
人
。『
古
今
集
』
仮
名
序
で
「
歌
聖
」
と
讃
え
ら
れ
て
い
る
。『
万
葉
集
』
で
は
「
人
麻
呂
」
だ
が
、
平
安
時
代
は
「
人
麿
」、
百
人
一
首
で
は
「
人
丸
」
と
表
記
す
る
の
が
一
般
的
。
〈
他
秀
歌
〉
あ
し
び
き
の
山
鳥
の
尾
の
し
だ
り
尾
の
長
々
し
夜
を
ひ
と
り
か
も
寝
む
（
百
人
一
首
）
山
鳥
の
垂
れ
下
が
っ
た
長
い
尾
の
よ
う
に
、
私
は
こ
の
長
い
秋
の
夜
を
独
り
寂
し
く
寝
る
の
で
し
ょ
う
か
。
２
桜
散
る
木
の
下
風
は
寒
か
ら
で
空
に
知
ら
れ
ぬ
雪
ぞ
降
り
け
る
（
公
）
〈
出
典
〉
拾
遺
抄
四
二
・
拾
遺
集
六
四
・
巻
一
「
亭
子
院
歌
合
に
」
〈
現
代
語
訳
〉
桜
が
散
る
木
の
下
を
吹
く
風
は
寒
く
は
な
い
が
、
天
の
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ
雪
（
桜
の
は
な
び
ら
）
が
降
っ
て
い
る
こ
と
よ
。
〈
作
者
〉
紀
貫
之
生
年
未
詳
。
八
七
二
年
頃
〜
天
慶
八
年
（
九
四
五
年
）。
望
行
の
息
子
。
友
則
の
従
兄
弟
。『
古
今
集
』
撰
者
の
一
人
。
仮
名
序
を
書
く
。『
土
佐
日
記
』
の
作
者
。
藤
原
公
任
の
『
三
十
六
人
撰
』
に
よ
っ
て
、
人
丸
と
並
ぶ
大
歌
人
と
評
価
さ
れ
た
。『
後
撰
集
』
の
撰
者
の
一
人
で
あ
る
紀
時
文
は
貫
之
の
息
。
〈
他
秀
歌
〉
む
す
ぶ
手
の
し
づ
く
に
濁
る
山
の
井
の
あ
か
で
も
人
に
別
れ
ぬ
る
か
な
（
古
今
集
四
〇
四
番
）
水
を
掬
う
た
め
に
結
ん
だ
手
の
ひ
ら
か
ら
落
ち
る
雫
で
濁
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
小
さ
な
山
の
井
戸
の
水
（
閼
伽
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
満
足
し
な
い
ま
ま
あ
な
た
と
お
別
れ
し
た
こ
と
で
す
。
人
は
い
さ
心
も
知
ら
ず
ふ
る
さ
と
は
花
ぞ
昔
の
香
に
匂
ひ
け
る
（
百
人
一
首
）
あ
な
た
は
さ
あ
ど
う
で
し
ょ
う
、
お
気
持
ち
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
故
郷
（
旧
都
）
の
奈
良
で
は
梅
の
花
が
昔
の
ま
ま
に
変
わ
ら
ず
咲
き
匂
っ
て
い
ま
す
。
３
い
づ
く
と
も
春
の
光
は
わ
か
な
く
に
ま
だ
み
吉
野
の
山
は
雪
降
る
（
俊
）
〈
出
典
〉
後
撰
集
一
九
・
巻
一
「
同
じ
（
延
喜
）
御
時
御
厨
子
所
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
こ
ろ
、
沈
め
る
よ
し
を
嘆
き
て
、
御
覧
ぜ
さ
せ
よ
と
お
ぼ
し
く
て
、
あ
る
蔵
人
に
贈
り
て
侍
け
る
十
二
首
が
う
ち
」
〈
現
代
語
訳
〉
ど
こ
と
い
っ
て
春
の
光
は
分
け
隔
て
し
な
い
の
に
、
ま
だ
吉
野
の
山
に
は
雪
が
降
っ
て
い
る
こ
と
よ
（
同
じ
よ
う
に
私
は
帝
の
恩
恵
を
蒙
る
こ
と
な
く
（
官
位
の
昇
進
も
な
く
）
不
遇
の
身
で
沈
三
一
ん
で
い
る
こ
と
よ
）。
お
お
し
こ
う
ち
の
み
つ
ね
〈
作
者
〉
凡
河
内
躬
恒
生
没
年
未
詳
。
八
〇
〇
年
代
後
半
に
活
躍
。
貞
観
二
年
（
八
六
〇
年
）
か
ら
元
慶
三
年
（
八
七
九
年
）
ま
で
卑
官
を
歴
任
し
て
い
る
。『
古
今
集
』
撰
者
の
一
人
。
〈
他
秀
歌
〉
心
あ
て
に
折
ら
ば
や
折
ら
む
初
霜
の
置
き
ま
ど
は
せ
る
白
菊
の
花
（
百
人
一
首
）
そ
れ
と
見
定
め
て
折
る
な
ら
折
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
初
霜
が
置
い
た
た
め
に
、
見
分
け
が
つ
き
に
く
く
な
っ
た
白
菊
の
花
を
。
４
逢
ひ
に
あ
ひ
て
も
の
思
ふ
こ
ろ
の
我
が
袖
に
宿
る
月
さ
へ
濡
る
る
顔
な
る
（
俊
）
〈
出
典
〉
古
今
集
七
五
六
・
巻
十
五
「
題
知
ら
ず
」
〈
現
代
語
訳
〉
あ
れ
ほ
ど
ま
で
何
度
も
逢
っ
て
お
き
な
が
ら
、
あ
な
た
に
捨
て
ら
れ
て
物
思
い
に
ふ
け
っ
て
い
る
私
の
袖
は
涙
で
濡
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
袖
に
映
る
月
ま
で
泣
き
顔
を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
〈
作
者
〉
伊
勢
藤
原
継
蔭
の
娘
。
貞
観
十
四
年
（
八
七
二
年
）
頃
〜
天
慶
元
年
（
九
三
八
年
）
頃
。
宇
多
天
皇
の
中
宮
温
子
に
仕
え
た
女
房
。
そ
の
間
、
藤
原
仲
平
・
宇
多
天
皇
・
敦
慶
親
王
な
ど
複
数
の
男
性
に
愛
さ
れ
る
。
親
王
と
の
間
に
は
歌
人
の
中
務
が
誕
生
し
て
い
る
。『
古
今
集
』
所
収
歌
二
十
二
首
は
小
町
を
抜
い
て
女
性
ト
ッ
プ
（
全
体
で
も
七
番
目
に
多
い
）。
〈
他
秀
歌
〉
三
輪
の
山
い
か
に
待
ち
見
む
年
経
と
も
尋
ぬ
る
人
も
あ
ら
じ
と
思
へ
ば
（
古
今
集
七
八
〇
番
）
私
は
三
輪
の
山
で
あ
な
た
を
お
待
ち
す
る
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
た
と
え
何
年
経
っ
て
も
あ
な
た
が
私
を
訪
ね
て
く
れ
る
は
ず
も
な
い
の
で
。
難
波
潟
短
き
葦
の
節
の
間
も
あ
は
で
こ
の
世
を
す
ぐ
し
て
よ
と
や
（
百
人
一
首
）
難
波
潟
に
生
え
て
い
る
葦
の
節
の
間
の
よ
う
な
短
い
間
も
逢
わ
ず
に
こ
の
世
を
過
ご
せ
と
あ
な
た
は
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。
５
ま
き
も
く
の
檜
原
も
い
ま
だ
曇
ら
ね
ば
小
松
が
原
に
淡
雪
ぞ
降
る
（
俊
）
〈
出
典
〉
新
古
今
集
・
巻
二
十
「
題
知
ら
ず
」・
万
葉
集
二
三
一
四
「
ま
き
む
く
の
檜
原
も
い
ま
だ
雲
居
ね
ば
小
松
が
う
れ
ゆ
淡
雪
流
る
」
〈
現
代
語
訳
〉
ま
き
も
く
の
檜
原
に
は
ま
だ
雪
雲
が
か
か
っ
て
い
な
い
の
に
、
小
松
の
生
え
た
原
に
は
淡
雪
が
降
っ
て
い
る
こ
と
だ
（
春
は
も
う
近
い
）。
〈
鑑
賞
〉『
万
葉
集
』
で
は
冬
の
歌
だ
が
、
新
古
今
で
は
初
春
の
歌
に
な
三
二
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
歌
は
『
万
葉
集
』
で
は
作
者
不
詳
で
あ
る
が
、
左
注
に
「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
集
」
に
出
て
い
る
と
あ
る
の
で
、
家
持
の
歌
と
す
る
の
は
疑
わ
し
い
。
概
し
て
『
家
持
集
』
に
は
非
家
持
歌
が
多
い
。
〈
作
者
〉
大
伴
家
持
養
老
二
年
（
七
一
八
年
）
頃
〜
延
暦
四
年
（
七
八
五
年
）。
旅
人
の
息
。『
万
葉
集
』
に
四
百
八
十
首
の
歌
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
撰
者
と
さ
れ
て
い
る
。
〈
他
秀
歌
〉
か
さ
さ
ぎ
の
渡
せ
る
橋
に
置
く
霜
の
白
き
を
見
れ
ば
夜
ぞ
更
け
に
け
る
（
百
人
一
首
）
天
の
川
の
鵲
の
橋
に
霜
が
置
い
た
よ
う
に
白
く
な
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
随
分
夜
が
更
け
た
よ
う
で
す
。
あ
ら
た
し
き
年
の
始
め
の
初
春
の
今
日
降
る
雪
の
い
や
し
け
よ
ご
と
（
万
葉
集
四
五
一
六
番
）
新
年
の
始
め
の
初
春
の
今
日
雪
が
降
り
積
も
っ
て
い
る
が
、
そ
の
縁
起
の
い
い
雪
の
よ
う
に
今
年
も
い
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
６
明
日
か
ら
は
若
菜
摘
ま
む
と
し
め
し
野
に
昨
日
も
今
日
も
雪
は
降
り
つ
つ
（
公
・
俊
）
〈
出
典
〉
新
古
今
集
一
一
・
巻
一
「
題
知
ら
ず
」・
万
葉
集
一
四
二
七
「
明
日
よ
り
は
」
し
め
〈
現
代
語
訳
〉
明
日
に
な
っ
た
ら
若
菜
を
摘
も
う
と
標
を
結
っ
て
お
い
た
野
に
、
昨
日
も
今
日
も
ず
っ
と
雪
が
降
り
続
い
て
い
る
こ
と
だ
。
〈
鑑
賞
〉
早
春
の
若
菜
摘
み
の
歌
。「
雪
」
な
の
に
春
の
到
来
を
予
感
さ
せ
る
。
〈
作
者
〉
山
辺
赤
人
生
没
年
未
詳
。
お
よ
そ
大
宝
元
年
（
七
〇
一
年
）
頃
〜
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
年
）
頃
に
活
躍
し
た
歌
人
。
特
に
聖
武
天
皇
期
に
活
躍
。『
古
今
集
』
仮
名
序
で
人
麿
と
共
に
「
歌
聖
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。『
万
葉
集
』
で
は
「
山
部
」
だ
が
、
平
安
時
代
は
「
山
辺
」
表
記
が
一
般
的
。「
山
辺
」
表
記
は
万
葉
歌
人
と
は
別
の
平
安
歌
人
と
見
た
い
。
か
た
た
づ
〈
他
秀
歌
〉
和
歌
の
浦
に
潮
満
ち
来
れ
ば
潟
を
な
み
芦
辺
を
さ
し
て
鶴
鳴
き
渡
る
（
万
葉
集
九
一
九
番
）
和
歌
の
浦
に
潮
が
満
ち
て
く
る
と
干
潟
が
な
く
な
る
の
で
、
葦
の
茂
っ
て
い
る
辺
り
を
め
ざ
し
て
鶴
が
鳴
き
な
が
ら
飛
ん
で
い
く
こ
と
よ
。
田
子
の
浦
に
打
ち
出
で
て
み
れ
ば
白
妙
の
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
つ
つ
（
百
人
一
首
）
田
子
の
浦
に
進
み
出
て
見
る
と
、
霊
峰
富
士
山
に
雪
が
し
き
り
に
三
三
降
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
７
花
に
あ
か
ぬ
嘆
き
は
い
つ
も
せ
し
か
ど
も
け
ふ
の
今
宵
に
似
る
時
は
な
し
（
俊
）
〈
出
典
〉
新
古
今
集
一
〇
五
・
巻
二
「
題
知
ら
ず
」・
伊
勢
物
語
二
九
段
〈
現
代
語
訳
〉
花
の
美
し
さ
に
未
練
を
残
し
て
別
れ
る
悲
し
さ
は
何
度
も
経
験
し
た
が
、
今
日
の
別
れ
は
取
り
分
け
悲
し
い
こ
と
で
す
。
（
昔
男
の
二
条
后
へ
の
断
ち
切
れ
な
い
思
慕
）
〈
鑑
賞
〉「
今
宵
」
は
「
宵
」
で
は
な
く
「
今
夜
」
の
意
味
。
〈
作
者
〉
在
原
業
平
天
長
二
年
（
八
二
五
年
）〜
元
慶
四
年
（
八
八
〇
年
）。
阿
保
親
王
の
息
。
母
は
伊
都
内
親
王
。
行
平
の
異
母
弟
。
後
に
臣
籍
降
下
し
て
在
原
姓
を
賜
う
。
従
四
位
上
近
衛
中
将
。『
伊
勢
物
語
』
の
主
人
公
昔
男
の
モ
デ
ル
。
六
歌
仙
の
一
人
。
紀
氏
と
の
関
わ
り
が
深
い
。
卒
伝
に
「
体
貌
閑
麗
、
放
縦
拘
ら
ず
、
ほ
ぼ
才
覚
無
き
も
、
よ
く
和
歌
を
作
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
〈
他
秀
歌
〉
世
の
中
に
絶
え
て
桜
の
な
か
り
せ
ば
春
の
こ
こ
ろ
は
の
ど
け
か
ら
ま
し
（
古
今
集
五
三
番
）
い
っ
そ
の
こ
と
世
の
中
に
桜
が
な
か
っ
た
ら
、
の
ん
び
り
と
春
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
に
。
ち
は
や
ふ
る
神
代
も
聞
か
ず
龍
田
川
か
ら
く
れ
な
ゐ
に
水
く
ぐ
る
と
は
（
百
人
一
首
）
神
代
に
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
龍
田
川
を
真
っ
赤
な
紅
葉
が
ち
り
ば
め
、
川
一
面
を
錦
織
に
す
る
と
い
う
こ
と
な
ど
。
い
そ
か
み
８
石
の
上
ふ
る
の
山
辺
の
桜
花
植
え
け
む
時
を
知
る
人
ぞ
な
き
（
俊
）
〈
出
典
〉
後
撰
集
四
九
・
巻
二
「
大
和
の
布
留
の
山
を
ま
か
る
と
て
」
〈
現
代
語
訳
〉（
石
上
の
）
布
留
の
山
辺
の
桜
は
、
地
名
の
よ
う
に
古
い
（
布
留
）
の
で
、
い
つ
植
え
た
か
を
知
っ
て
い
る
人
と
て
い
な
い
。
〈
鑑
賞
〉「
石
の
上
」
は
「
ふ
る
」
に
掛
る
枕
詞
。
よ
し
み
ね
の
む
ね
さ
だ
〈
作
者
〉
僧
正
遍
昭
俗
名
は
良
岑
宗
貞
。
弘
仁
七
年
（
八
一
六
年
）〜
寛
平
二
年
（
八
九
〇
年
）。
桓
武
天
皇
の
孫
。『
文
徳
実
録
』
に
「
宗
や
貞
は
先
皇
の
寵
臣
な
り
。
先
皇
の
崩
後
、
哀
慕
已
む
こ
と
な
し
。
自
ら
仏
理
に
帰
し
、
以
て
報
恩
を
求
む
」
と
あ
る
よ
う
に
、
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
年
）
の
仁
明
天
皇
崩
御
後
に
三
十
五
歳
の
若
さ
で
出
家
し
て
い
る
。
後
に
僧
正
の
位
に
就
く
。
六
歌
仙
の
一
人
。
仁
明
天
皇
の
皇
子
常
康
親
王
が
隠
棲
さ
れ
た
雲
林
院
で
の
文
学
活
動
は
注
目
さ
れ
る
。
〈
他
秀
歌
〉
末
の
露
本
の
し
づ
く
や
世
の
中
の
遅
れ
先
立
つ
た
め
し
な
る
ら
む
（
新
古
今
集
七
五
七
番
）
木
の
先
端
の
露
と
根
元
の
雫
と
ど
ち
ら
が
先
に
落
ち
る
か
そ
の
早
三
四
い
遅
い
は
、
こ
の
世
の
中
の
は
か
な
さ
を
喩
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
天
津
風
雲
の
通
ひ
路
吹
き
と
ぢ
よ
乙
女
の
姿
し
ば
し
と
ど
め
む
（
百
人
一
首
）
空
を
吹
く
風
よ
、
雲
の
中
の
通
い
路
を
吹
き
閉
ざ
し
て
下
さ
い
。
舞
い
終
わ
っ
て
帰
っ
て
い
く
美
し
い
天
女
た
ち
の
姿
を
、
も
う
し
ば
ら
く
と
ど
め
て
お
き
た
い
か
ら
。
９
我
の
み
や
あ
は
れ
と
思
は
む
ひ
ぐ
ら
し
の
（
き
り
ぎ
り
す
）
鳴
く
夕
か
げ
の
大
和
撫
子
（
俊
）
〈
出
典
〉
古
今
集
二
四
四
・
巻
四
「
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
の
歌
」
〈
現
代
語
訳
〉
私
だ
け
が
可
憐
だ
と
思
う
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
ぐ
ら
し
（
こ
お
ろ
ぎ
）
が
鳴
く
夕
日
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
大
和
撫
子
の
花
を
。
ひ
ぐ
ら
し
〈
鑑
賞
〉
蜩
も
き
り
ぎ
り
す
（
蟋
蟀
）
も
共
に
秋
の
風
物
だ
が
、「
き
り
ぎ
り
す
」
の
方
が
一
般
的
。よ
し
み
ね
の
は
る
と
し
〈
作
者
〉
素
性
法
師
俗
名
は
良
岑
玄
利
。
生
没
年
未
詳
。
九
〇
〇
年
前
後
に
活
躍
。
僧
正
遍
昭
の
息
。
遍
昭
が
出
家
し
た
八
五
〇
年
以
前
に
生
ま
れ
た
こ
と
、
ま
た
九
〇
五
年
に
自
ら
屏
風
歌
を
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ま
で
生
存
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
古
今
集
』
の
有
力
歌
人
。
〈
他
秀
歌
〉
今
来
む
と
い
ひ
し
ば
か
り
に
長
月
の
有
明
の
月
を
待
ち
出
で
つ
る
か
な
（
百
人
一
首
）
す
ぐ
に
来
る
よ
（
行
く
よ
）
と
あ
な
た
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
あ
て
に
し
て
毎
夜
待
っ
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
し
か
秋
も
更
け
、
九
月
下
旬
の
有
明
の
月
が
出
る
の
を
待
ち
明
か
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
（
あ
な
た
は
来
な
い
）。
夕
さ
れ
ば
蛍
よ
り
け
に
燃
ゆ
れ
ど
も
光
見
ね
ば
や
人
の
つ
れ
な
き
（
俊
）
〈
出
典
〉
古
今
集
五
六
二
・
巻
十
二
「
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
の
歌
」
〈
現
代
語
訳
〉
夕
方
に
な
る
と
私
は
恋
の
思
い
に
蛍
よ
り
も
激
し
く
燃
え
て
い
る
が
、
蛍
と
違
っ
て
光
が
見
え
な
い
か
ら
か
あ
の
人
は
つ
れ
な
い
こ
と
よ
。
〈
作
者
〉
紀
友
則
生
年
未
詳
。
延
喜
五
年
（
九
〇
五
年
）
頃
没
。
有
朋
の
息
。
貫
之
の
従
兄
弟
。
歌
合
で
活
躍
し
、
ま
た
説
話
も
残
し
て
い
る
。『
古
今
集
』
の
撰
者
の
一
人
だ
が
、
奏
覧
前
に
亡
く
な
っ
た
。
〈
他
秀
歌
〉
夕
さ
れ
ば
佐
保
の
川
原
の
川
霧
に
友
ま
ど
は
せ
る
千
鳥
鳴
く
な
り
（
拾
遺
集
二
三
八
番
）
夕
方
に
な
る
と
佐
保
の
川
原
に
川
霧
が
立
ち
込
め
、
友
と
は
ぐ
れ
て
し
ま
っ
た
千
鳥
が
し
き
り
に
鳴
い
て
い
る
こ
と
だ
（
な
ん
と
心
細
三
五
い
こ
と
よ
）。
久
方
の
光
の
ど
け
き
春
の
日
に
し
づ
心
な
く
花
の
散
る
ら
む
（
百
人
一
首
）
の
ど
か
に
陽
が
射
し
て
い
る
春
の
日
に
、
ど
う
し
て
桜
の
花
は
落
ち
着
い
た
心
も
な
く
慌
た
だ
し
く
散
る
の
で
し
ょ
う
か
。
を
ち
こ
ち
遠
近
の
た
づ
き
も
知
ら
ぬ
山
中
に
お
ぼ
つ
か
な
く
も
呼
子
鳥
か
な
（
公
・
俊
）
〈
出
典
〉
古
今
集
二
九
・
巻
一
「
題
知
ら
ず
読
み
人
知
ら
ず
」
〈
現
代
語
訳
〉
遠
近
の
区
別
も
つ
か
な
い
山
中
で
、
頼
り
な
げ
に
私
を
呼
ん
で
惑
わ
す
よ
う
に
鳴
い
て
い
る
呼
子
鳥
で
あ
る
こ
と
よ
。
〈
鑑
賞
〉
作
者
未
詳
の
伝
承
歌
だ
が
、『
猿
丸
集
』
に
あ
る
こ
と
か
ら
作
者
を
猿
丸
と
し
て
い
る
。「
呼
子
鳥
」
は
子
を
呼
ぶ
よ
う
な
鳴
き
声
か
ら
の
命
名
（
掛
詞
）。
郭
公
か
と
さ
れ
る
が
未
詳
。
〈
作
者
〉
猿
丸
大
夫
生
没
年
未
詳
。
伝
承
的
な
歌
人
で
実
在
人
物
か
ど
う
か
も
不
明
。
歌
仙
絵
で
は
や
や
異
様
な
風
貌
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
〈
他
秀
歌
〉
奥
山
に
紅
葉
踏
み
わ
け
鳴
く
鹿
の
声
聞
く
時
ぞ
秋
は
悲
し
き
（
百
人
一
首
）
奥
深
い
山
に
紅
葉
を
踏
み
分
け
や
っ
て
来
て
、
鹿
の
鳴
き
声
を
耳
に
す
る
と
、
秋
の
悲
し
さ
が
身
に
染
み
て
感
じ
ら
れ
ま
す
。
花
の
色
は
移
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に
我
が
身
世
に
ふ
る
な
が
め
せ
し
ま
に
（
公
・
俊
）
〈
出
典
〉
古
今
集
一
一
三
・
巻
二
「
題
知
ら
ず
」
〈
現
代
語
訳
〉
桜
の
花
は
す
っ
か
り
散
っ
て
し
ま
っ
た
な
あ
（
私
の
容
色
も
す
っ
か
り
衰
え
て
し
ま
っ
た
な
あ
）。
む
な
し
く
物
思
い
に
ふ
け
っ
て
時
を
過
ご
し
て
い
る
間
に
。
〈
作
者
〉
小
野
小
町
生
没
年
未
詳
。
八
二
〇
年
頃
〜
八
七
〇
年
頃
。
仁
明
・
文
徳
朝
（
八
三
三
年
頃
〜
八
五
八
年
頃
）
に
活
躍
。
仁
明
天
皇
の
更
衣
小
野
吉
子
か
と
さ
れ
て
い
る
。
絶
世
の
美
人
ま
た
和
歌
の
名
手
と
し
て
有
名
。
六
歌
仙
の
一
人
。
晩
年
の
零
落
説
話
も
有
名
。
〈
他
秀
歌
〉
色
見
え
で
移
ろ
ふ
も
の
は
世
の
中
の
人
の
心
の
花
に
ぞ
あ
り
け
る
（
古
今
集
七
九
七
番
）
顔
色
に
も
表
れ
な
い
で
い
つ
の
間
に
か
変
わ
る
の
は
、
こ
の
世
の
中
の
人
（
移
り
気
な
男
）
の
心
な
の
で
す
ね
。
短
か
夜
の
更
け
ゆ
く
ま
ま
に
高
砂
の
峰
の
松
風
吹
く
か
と
ぞ
聞
く
（
俊
）
〈
出
典
〉
後
撰
集
一
六
七
・
巻
四
「
夏
夜
深
養
父
が
琴
ひ
く
を
聞
き
て
」
〈
現
代
語
訳
〉
夏
の
短
か
夜
が
更
け
て
ゆ
く
に
つ
れ
、
あ
な
た
の
弾
く
三
六
琴
の
音
は
風
が
峰
の
松
を
吹
い
て
い
る
音
か
と
聞
こ
え
る
こ
と
よ
。
〈
鑑
賞
〉
琴
の
音
を
松
風
に
喩
え
る
の
は
中
国
文
学
か
ら
の
影
響
（
斎
宮
女
御
の
歌
も
同
様
）。「
高
砂
の
」
は
「
峰
」
に
か
か
る
枕
詞
。
歌
枕
の
「
高
砂
」
と
は
別
。
〈
作
者
〉
藤
原
兼
輔
元
慶
元
年
（
八
七
七
年
）〜
承
平
三
年
（
九
三
三
年
）。
藤
原
利
基
の
息
。
紫
式
部
の
曾
祖
父
。
藤
原
定
方
の
従
兄
弟
。
定
方
と
と
も
に
文
学
サ
ロ
ン
の
パ
ト
ロ
ン
と
な
り
、
醍
醐
朝
の
文
化
を
支
え
た
。
〈
他
秀
歌
〉
み
か
の
原
わ
き
て
流
る
る
泉
川
い
つ
み
き
と
て
か
恋
し
か
る
ら
む
（
百
人
一
首
）
み
か
の
原
を
分
け
て
（
湧
き
て
）
流
れ
る
泉
川
、
そ
の
泉
の
「
い
つ
見
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
つ
逢
っ
た
と
い
う
の
で
あ
な
た
の
こ
と
が
こ
ん
な
に
恋
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。
よ
ろ
づ
よ
万
世
の
始
め
と
け
ふ
を
祈
り
お
き
て
今
ゆ
く
末
は
神
ぞ
知
る
ら
む
（
か
ぞ
へ
む
）
（
公
・
俊
）
〈
出
典
〉
拾
遺
抄
一
七
一
・
拾
遺
集
二
六
三
・
巻
五
「
天
暦
御
時
斎
宮
ち
ょ
う
ぶ
そ
う
し
下
り
侍
り
け
る
時
の
長
奉
送
使
に
て
ま
か
り
帰
ら
む
と
て
」
〈
鑑
賞
〉「
長
奉
送
使
」
は
斎
宮
下
向
に
従
っ
て
伊
勢
ま
で
供
奉
す
る
参
議
の
こ
と
。
伊
勢
か
ら
の
帰
京
に
際
し
て
詠
ん
だ
歌
。
〈
現
代
語
訳
〉
万
代
ま
で
続
く
御
代
の
始
ま
り
と
今
日
の
よ
き
日
を
祈
っ
て
、
こ
れ
か
ら
将
来
の
こ
と
は
み
ん
な
神
に
お
任
せ
し
よ
う
。
〈
作
者
〉
藤
原
朝
忠
延
喜
十
年
（
九
一
〇
年
）〜
康
保
三
年
（
九
六
六
年
）。
右
大
臣
定
方
の
五
男
。
笙
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
右
近
と
の
艶
聞
も
知
ら
れ
て
い
る
。
〈
他
秀
歌
〉
逢
ふ
こ
と
の
絶
え
て
し
な
く
は
な
か
な
か
に
人
を
も
身
を
も
恨
み
ざ
ら
ま
し
（
百
人
一
首
）
い
っ
そ
逢
う
こ
と
が
二
度
と
無
い
の
な
ら
、
か
え
っ
て
あ
な
た
の
つ
ら
さ
も
我
が
身
の
は
か
な
さ
も
、
恨
ま
な
い
で
済
ん
だ
で
し
ょ
う
に
。
物
思
ふ
と
過
ぐ
る
月
日
も
知
ら
ぬ
間
に
今
年
も
け
ふ
に
果
て
ぬ
と
か
聞
く
（
俊
）
み
く
し
げ
ど
の
〈
出
典
〉
後
撰
集
五
〇
六
・
巻
八
「
御
匣
殿
の
別
当
に
年
を
経
て
言
ひ
わ
た
り
侍
り
け
る
を
え
逢
は
ず
し
て
そ
の
年
の
し
は
す
の
つ
ご
も
り
の
日
つ
か
は
し
け
る
」
〈
現
代
語
訳
〉
物
思
い
し
て
い
る
と
月
日
が
過
ぎ
る
の
に
も
気
付
か
な
い
で
、
は
や
今
年
も
今
日
で
終
る
と
聞
い
た
こ
と
だ
（
来
年
こ
そ
は
是
非
あ
な
た
と
逢
い
た
い
）。
〈
作
者
〉
藤
原
敦
忠
延
喜
六
年
（
九
〇
六
年
）〜
天
慶
六
年
（
九
四
三
三
七
年
）。
左
大
臣
時
平
の
三
男
。
母
は
在
原
業
平
の
孫
と
い
う
こ
と
で
、
本
人
も
恋
多
き
貴
公
子
。
琵
琶
の
名
手
で
枇
杷
中
納
言
と
も
称
さ
れ
た
。
ま
た
『
大
鏡
』
で
は
「
め
で
た
き
和
歌
の
上
手
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
三
十
八
歳
の
若
さ
で
死
去
。
〈
他
秀
歌
〉
逢
ひ
見
て
の
後
の
心
に
く
ら
ぶ
れ
ば
昔
は
物
を
思
は
ざ
り
け
り
（
百
人
一
首
）
あ
な
た
と
契
り
を
結
ん
だ
今
の
恋
し
さ
に
較
べ
る
と
、
逢
う
以
前
の
物
思
い
な
ど
無
き
に
等
し
い
も
の
で
し
た
。
春
過
ぎ
て
散
り
は
て
に
け
る
（
り
）
梅
の
花
た
だ
香
ば
か
り
ぞ
枝
に
残
れ
る
（
公
・
俊
）
〈
出
典
〉
拾
遺
抄
四
〇
七
・
拾
遺
集
一
〇
六
三
・
巻
十
六
「
比
叡
の
山
に
住
み
侍
け
る
頃
、
人
の
薫
物
を
乞
ひ
て
侍
り
け
れ
ば
、
侍
り
け
る
ま
ま
に
少
し
を
梅
の
花
の
わ
づ
か
に
散
り
残
り
て
侍
る
枝
に
付
け
て
遣
は
し
け
る
如
覚
法
師
」
〈
現
代
語
訳
〉
春
が
過
ぎ
て
梅
の
花
も
残
ら
ず
散
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
た
だ
香
だ
け
が
わ
ず
か
に
枝
に
残
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
お
求
め
の
薫
物
は
梅
花
香
を
少
し
だ
け
贈
り
ま
す
。
〈
鑑
賞
〉「
か
ば
か
り
」
に
は
「
香
ば
か
り
」
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
〈
作
者
〉
藤
原
高
光
天
慶
二
年
（
九
三
九
年
）
頃
〜
正
暦
五
年
（
九
九
四
年
）。
右
大
臣
師
輔
の
息
。
応
和
元
年
（
九
六
一
年
）
俄
に
出
家
し
て
多
武
峰
に
隠
棲
し
た
の
で
多
武
峰
少
将
と
称
さ
れ
る
。『
多
武
峰
少
将
物
語
』
の
モ
デ
ル
。
な
お
「
如
覚
」
は
高
光
の
法
名
。
へ
〈
他
秀
歌
〉
か
く
ば
か
り
経
が
た
く
見
ゆ
る
世
の
中
を
う
ら
や
ま
し
く
も
澄
め
る
月
か
な
（
拾
遺
集
四
三
五
番
）
こ
の
よ
う
に
過
ご
し
に
く
い
（
住
み
に
く
い
）
と
思
え
る
世
の
中
な
の
に
、
月
は
羨
ま
し
い
ほ
ど
に
清
ら
か
に
澄
ん
で
（
住
ん
で
）
い
る
こ
と
よ
。
玉
櫛
笥
ふ
た
と
せ
あ
は
ぬ
君
が
身
を
あ
け
な
が
ら
や
は
見
む
と
思
ひ
し
（
公
・
俊
）
よ
し
ふ
る
〈
出
典
〉
後
撰
集
一
一
二
三
・
巻
十
五
「
小
野
好
古
朝
臣
西
の
国
の
討
手
の
使
に
ま
か
り
て
二
年
と
い
ふ
年
、
四
位
に
は
か
な
ら
ず
ま
か
り
な
る
べ
か
り
け
る
を
さ
も
あ
ら
ず
な
り
に
け
れ
ば
か
か
る
事
に
し
も
指
さ
れ
に
け
る
事
の
や
す
か
ら
ぬ
よ
し
を
愁
へ
送
り
て
侍
り
け
る
文
の
返
事
の
裏
に
書
き
つ
け
て
つ
か
は
し
け
る
」
〈
現
代
語
訳
〉
二
年
も
会
わ
な
か
っ
た
あ
な
た
の
身
を
、
四
位
に
な
れ
ず
五
位
の
朱
の
衣
の
ま
ま
で
見
よ
う
と
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
。
〈
鑑
賞
〉
枕
詞
「
玉
櫛
笥
」
か
ら
「
蓋
」
が
導
か
れ
、
そ
れ
が
「
二
年
」
の
掛
詞
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
話
は
『
大
和
物
語
』
四
段
に
も
三
八
出
て
い
る
。
き
ん
た
だ
〈
作
者
〉
源
公
忠
寛
平
元
年
（
八
八
九
年
）〜
天
暦
二
年
（
九
四
八
年
）。
光
孝
天
皇
の
孫
。
国
紀
の
息
。
信
明
の
父
。
醍
醐
天
皇
の
信
望
が
篤
か
っ
た
。
〈
他
秀
歌
〉
行
き
や
ら
で
山
路
暮
ら
し
つ
ほ
と
と
ぎ
す
今
一
声
の
聞
か
ま
ほ
し
さ
に
（
拾
遺
集
一
〇
六
番
）
山
道
を
行
き
す
ぎ
る
こ
と
が
で
き
ず
日
を
暮
ら
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
山
道
で
聞
い
た
ほ
と
と
ぎ
す
の
鳴
き
声
を
も
う
一
度
聞
き
た
い
ば
っ
か
り
に
。
春
立
つ
と
い
ふ
ば
か
り
に
や
み
吉
野
の
山
も
か
す
み
て
け
さ
は
見
ゆ
ら
む
（
公
・
俊
）
〈
出
典
〉
拾
遺
抄
一
・
拾
遺
集
一
・
巻
一
「
平
定
文
が
家
の
歌
合
に
詠
み
侍
り
け
る
」
〈
現
代
語
訳
〉
暦
の
上
で
立
春
に
な
っ
た
と
い
う
だ
け
で
、
吉
野
の
山
も
今
朝
は
霞
が
か
か
っ
た
よ
う
に
春
め
い
て
見
え
る
の
だ
ろ
う
か
（
実
際
は
ま
だ
雪
に
埋
も
れ
て
い
る
）。
〈
作
者
〉
壬
生
忠
岑
生
没
年
未
詳
。
九
〇
〇
年
前
後
に
活
躍
。
忠
見
の
父
。
卑
官
を
歴
任
す
る
中
、『
古
今
集
』
の
撰
者
の
一
人
と
な
る
。
身
分
は
低
く
と
も
歌
人
と
し
て
は
一
流
で
あ
っ
た
。
〈
他
秀
歌
〉
有
明
の
つ
れ
な
く
見
え
し
別
れ
よ
り
暁
ば
か
り
憂
き
も
の
は
な
し
（
百
人
一
首
）
後
朝
の
別
れ
の
空
に
か
か
る
有
明
の
月
を
見
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
暁
ほ
ど
つ
ら
く
悲
し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
袖
に
さ
へ
秋
の
夕
べ
は
知
ら
れ
け
り
消
え
し
浅
茅
が
露
を
か
け
つ
つ
（
俊
）
〈
出
典
〉
新
古
今
集
七
七
八
・
巻
八
「
一
品
資
子
内
親
王
に
あ
ひ
て
昔
の
こ
と
ど
も
申
出
だ
し
て
よ
み
侍
け
る
」
〈
現
代
語
訳
〉
袖
で
だ
っ
て
秋
の
夕
べ
の
あ
わ
れ
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
ね
。
浅
茅
が
露
の
よ
う
に
は
か
な
く
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
村
上
天
皇
を
偲
ん
で
涙
を
流
し
て
い
る
私
で
す
か
ら
。
〈
鑑
賞
〉
こ
の
歌
の
「
袖
」
は
喪
服
の
袖
。
村
上
天
皇
は
康
保
四
年
（
九
六
七
年
）
五
月
崩
御
。
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
の
絵
は
、
こ
の
歌
の
歌
意
図
の
よ
う
で
あ
る
。
〈
作
者
〉
斎
宮
女
御
延
長
七
年
（
九
二
九
年
）〜
寛
和
元
年
（
九
八
五
年
）。
醍
醐
天
皇
皇
子
重
明
親
王
の
娘
徽
子
。
八
歳
で
斎
宮
と
な
り
、
そ
の
後
村
上
天
皇
の
女
御
と
な
っ
た
の
で
斎
宮
女
御
と
称
さ
れ
る
。
資
子
内
親
王
は
娘
。
〈
他
秀
歌
〉
琴
の
音
に
峰
の
松
風
通
ふ
ら
し
い
づ
れ
の
緒
よ
り
調
べ
そ
三
九
め
け
む
（
拾
遺
集
四
五
一
番
）
琴
の
音
に
峰
の
松
風
が
通
い
合
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
琴
か
な
の
ど
の
緒
と
峰
の
ど
の
尾
か
ら
奏
で
始
め
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ひ
と
ふ
し
に
千
代
を
こ
め
た
（
つ
）
る
杖
な
れ
ば
つ
く
と
も
つ
き
じ
君
が
齢
は
（
公
・
俊
）
〈
出
典
〉
拾
遺
抄
一
八
〇
・
拾
遺
集
二
七
六
・
巻
五
「
同
じ
（
中
宮
の
）
賀
に
竹
の
杖
作
り
て
侍
り
け
る
に
」
〈
現
代
語
訳
〉
一
節
ご
と
に
千
代
の
寿
命
を
こ
め
た
杖
な
の
で
、
ど
れ
だ
け
杖
を
つ
い
て
も
あ
な
た
の
寿
命
は
尽
き
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
〈
作
者
〉
大
中
臣
頼
基
仁
和
二
年
（
八
八
六
年
）
頃
〜
天
徳
二
年
（
九
五
八
年
）
頃
。
伊
勢
神
宮
の
祭
主
・
神
祇
伯
を
歴
任
。
輔
道
の
息
。
能
宣
の
父
。
大
中
臣
家
重
代
歌
人
の
祖
。
〈
他
秀
歌
〉
子
の
日
す
る
野
辺
に
小
松
を
引
き
つ
れ
て
帰
る
山
路
に
鶯
ぞ
鳴
く
（
玉
葉
集
一
二
）
子
の
日
に
小
松
を
引
く
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
子
を
引
き
連
れ
て
帰
る
山
路
に
鶯
が
鳴
い
て
い
る
こ
と
だ
。
秋
き
ぬ
と
目
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
風
の
音
に
ぞ
驚
か
れ
ぬ
る
（
公
・
俊
）
〈
出
典
〉
古
今
集
一
六
九
・
巻
四
「
秋
立
つ
日
よ
め
る
」
〈
現
代
語
訳
〉
秋
が
来
た
と
見
た
目
（
視
覚
）
で
は
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
が
、
涼
し
い
風
の
音
（
聴
覚
・
触
覚
）
に
あ
あ
も
う
秋
だ
な
と
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
だ
。
〈
鑑
賞
〉「
立
秋
」
の
歌
。「
風
の
音
」
は
多
く
秋
の
到
来
に
用
い
ら
れ
る
。
〈
作
者
〉
藤
原
敏
行
生
年
未
詳
。
八
五
〇
年
頃
〜
延
喜
元
年
（
九
〇
一
年
）
あ
る
い
は
延
喜
七
年
（
九
〇
七
年
）。
能
書
家
。
業
平
と
は
妻
同
士
が
姉
妹
で
あ
っ
た
。
藤
原
氏
の
歌
人
と
し
て
は
古
い
方
で
あ
る
。
〈
他
秀
歌
〉
住
の
江
の
岸
に
寄
る
浪
夜
さ
へ
や
夢
の
通
ひ
路
人
目
よ
く
ら
む
（
百
人
一
首
）
住
の
江
の
岸
に
寄
る
波
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昼
だ
け
で
な
く
夜
ま
で
も
、
さ
ら
に
そ
の
夢
の
中
の
通
い
路
さ
え
も
、
あ
な
た
は
人
目
を
さ
け
よ
う
と
な
さ
る
の
で
し
ょ
う
か
（
逢
い
に
来
て
く
だ
さ
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
）。
夏
刈
り
の
玉
江
の
葦
を
踏
み
し
だ
き
群
れ
ゐ
る
鳥
の
立
つ
空
ぞ
な
き
（
俊
）
〈
出
典
〉
後
拾
遺
集
二
一
九
・
巻
三
「
題
知
ら
ず
」
〈
現
代
語
訳
〉
夏
刈
り
の
行
な
わ
れ
た
玉
江
（
福
井
県
）
の
葦
原
で
は
、
四
〇
棲
み
か
を
失
っ
た
鳥
た
ち
が
葦
の
切
り
株
を
踏
み
惑
っ
て
、
空
に
飛
び
立
ち
か
ね
て
い
る
こ
と
よ
。
〈
作
者
〉
源
重
之
生
年
未
詳
。
九
四
〇
年
頃
〜
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
年
）
頃
。
兼
信
の
息
（
清
和
天
皇
の
曾
孫
）。
地
方
官
を
歴
任
し
て
六
十
歳
前
後
で
没
か
。
〈
他
秀
歌
〉
風
を
い
た
み
岩
う
つ
浪
の
を
の
れ
の
み
く
だ
け
て
物
を
思
ふ
こ
ろ
か
な
（
百
人
一
首
）
風
が
激
し
い
の
で
、
岩
に
あ
た
る
波
が
砕
け
散
る
よ
う
に
、
あ
な
た
は
平
気
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
ひ
ど
く
物
思
い
に
心
を
砕
い
て
い
ま
す
。
常
磐
な
る
松
の
緑
も
春
来
れ
ば
今
ひ
と
し
ほ
の
色
ま
さ
り
け
り
（
公
・
俊
）
〈
出
典
〉
古
今
集
二
四
・
巻
一
「
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
に
よ
め
る
」
〈
現
代
語
訳
〉
常
緑
の
松
の
緑
も
春
が
来
る
と
、
も
う
一
回
染
め
汁
に
浸
し
た
よ
う
に
緑
の
色
が
濃
く
な
る
こ
と
だ
。
ひ
と
し
お
〈
鑑
賞
〉
春
の
訪
れ
を
寿
ぐ
歌
。「
一
入
」
は
い
っ
そ
う
の
意
。
む
ね
ゆ
き
〈
作
者
〉
源
宗
于
生
年
未
詳
。
天
慶
二
年
（
九
三
九
年
）
没
。
光
孝
天
皇
の
孫
、
是
忠
親
王
の
息
。
寛
平
六
年
（
八
九
四
年
）
に
臣
籍
降
下
し
た
。『
古
今
集
』
撰
者
時
代
の
有
力
歌
人
。
〈
他
秀
歌
〉
山
里
は
冬
ぞ
寂
し
さ
ま
さ
り
け
る
人
目
も
草
も
か
れ
ぬ
と
思
へ
ば
（
百
人
一
首
）
山
里
は
冬
が
格
別
に
寂
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
人
が
訪
ね
て
来
な
く
な
り
、
草
も
枯
れ
て
し
ま
う
と
思
う
と
。
あ
た
ら
夜
の
月
と
花
と
を
同
じ
く
は
あ
は
れ
知
れ
ら
む
人
に
見
せ
ば
や
（
公
・
俊
）
〈
出
典
〉
後
撰
集
一
〇
三
・
巻
三
「
月
の
お
も
し
ろ
か
り
け
る
夜
花
を
見
て
」
〈
現
代
語
訳
〉
見
逃
す
に
は
惜
し
い
今
夜
の
月
と
花
と
を
、
ど
う
せ
な
ら
物
の
あ
わ
れ
を
知
っ
て
い
る
人
に
見
せ
た
い
も
の
だ
（
あ
な
た
と
一
緒
に
見
た
い
）。
の
ぶ
あ
き
ら
〈
作
者
〉
源
信
明
延
喜
十
年
（
九
一
〇
年
）〜
天
禄
元
年
（
九
七
〇
年
）。
公
忠
の
息
。
地
方
官
を
歴
任
。
中
務
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
。
〈
他
秀
歌
〉
物
を
の
み
思
ひ
寝
覚
め
の
枕
に
は
涙
か
か
ら
ぬ
暁
ぞ
な
き
（
新
古
今
集
八
一
〇
番
）
父
の
死
の
悲
し
み
の
あ
ま
り
夢
の
中
で
も
泣
い
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
暁
に
目
覚
め
た
私
の
枕
は
涙
で
濡
れ
て
い
な
い
日
と
て
あ
り
ま
せ
ん
。
四
一
子
の
日
し
に
し
め
つ
る
野
辺
の
姫
小
松
引
か
で
や
千
代
の
か
げ
を
待
た
ま
し
（
公
・
俊
）
〈
出
典
〉
新
古
今
集
七
〇
九
・
巻
七
「
子
日
を
よ
め
る
」
〈
現
代
語
訳
〉
子
の
日
の
お
祝
い
の
た
め
に
標
を
結
っ
て
お
い
た
姫
小
松
だ
が
、
引
き
抜
か
な
い
で
千
年
後
に
大
木
に
育
っ
て
豊
か
な
木
陰
を
作
る
の
を
待
と
う
か
。
〈
作
者
〉
藤
原
清
正
延
喜
年
間
（
九
〇
〇
年
代
）
頃
〜
天
徳
二
年
（
九
五
八
年
）。
兼
輔
の
息
。
延
長
八
年
（
九
三
〇
年
）
従
五
位
下
に
叙
爵
。
そ
の
後
地
方
官
を
歴
任
。
た
づ
〈
他
秀
歌
〉
天
つ
風
ふ
け
ひ
の
浦
に
ゐ
る
鶴
の
な
ど
か
雲
居
に
帰
ら
ざ
る
べ
き
（
新
古
今
集
一
七
二
三
番
）
天
つ
風
が
吹
く
と
い
う
名
を
持
つ
吹
飯
の
浦
に
い
る
鶴
が
、
ど
う
し
て
雲
の
上
に
帰
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
（
私
も
い
つ
か
昇
殿
を
赦
さ
れ
て
宮
中
に
帰
り
ま
す
）。
春
深
み
井
出
の
川
浪
立
ち
か
へ
り
見
て
こ
そ
ゆ
か
め
山
吹
の
花
（
俊
）
〈
出
典
〉
拾
遺
抄
四
七
・
拾
遺
集
六
八
・
巻
一
「
天
暦
御
時
歌
合
に
」
〈
現
代
語
訳
〉
春
も
深
ま
っ
て
井
出
の
川
浪
が
立
ち
返
っ
て
い
る
よ
う
に
、
私
も
行
く
春
を
惜
し
ん
で
美
し
い
山
吹
の
花
を
立
ち
返
り
立
ち
返
り
じ
っ
く
り
見
て
い
こ
う
。
し
た
ご
う
〈
作
者
〉
源
順
延
喜
十
一
年
（
九
一
一
年
）〜
永
観
元
年
（
九
八
三
こ
ぞ
る
年
）。
挙
の
息
。
和
漢
の
才
に
す
ぐ
れ
、『
和
名
類
聚
抄
』（
辞
書
）
を
撰
進
。
梨
壺
の
五
人
の
一
人
と
し
て
、『
万
葉
集
』
の
訓
読
と
『
後
撰
集
』
の
撰
者
に
な
る
。『
伊
勢
物
語
』
や
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
作
者
に
も
擬
せ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
最
大
級
の
文
化
人
。
お
も
つ
き
な
み
も
な
か
〈
他
秀
歌
〉
水
の
面
に
照
る
月
次
を
数
ふ
れ
ば
今
宵
ぞ
秋
の
最
中
な
り
け
る
（
拾
遺
集
一
七
一
番
）
月
光
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
水
面
の
浪
の
数
（
月
次
）
を
数
え
て
み
る
と
、
今
夜
は
中
秋
の
名
月
（
八
月
十
五
夜
）
で
あ
っ
た
な
あ
。
た
な
ば
た
契
り
け
む
心
ぞ
辛
き
織
女
の
年
に
ひ
と
た
び
逢
ふ
は
逢
ふ
か
は
（
公
・
俊
）
〈
出
典
〉
古
今
集
一
七
八
・
巻
四
「
同
じ
（
寛
平
）
御
時
后
宮
歌
合
の
歌
」
〈
現
代
語
訳
〉
一
年
に
一
度
逢
お
う
と
約
束
し
た
織
姫
の
心
は
つ
れ
な
い
な
あ
。
一
年
に
一
度
の
逢
瀬
な
ど
逢
う
う
ち
に
入
ら
な
い
よ
。
〈
鑑
賞
〉
年
中
行
事
の
「
七
夕
」
を
詠
ん
だ
歌
。「
織
女
」
と
書
い
て
あ
っ
て
も
「
た
な
ば
た
（
棚
機
女
）」
と
読
む
。
〈
作
者
〉
藤
原
興
風
生
没
年
未
詳
。
藤
原
浜
成
の
曾
孫
。
道
成
の
息
。
宇
多
朝
に
活
躍
。
友
則
と
優
劣
を
競
い
あ
う
程
の
『
古
今
集
』
撰
者
四
二
時
代
の
有
力
歌
人
。
〈
他
秀
歌
〉
誰
を
か
も
知
る
人
に
せ
む
高
砂
の
松
も
昔
の
友
な
ら
な
く
に
（
百
人
一
首
）
一
体
誰
を
昔
か
ら
の
友
達
と
し
ま
し
ょ
う
か
。
高
砂
の
松
の
他
に
誰
も
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
松
に
し
て
も
、
決
し
て
昔
か
ら
の
友
で
は
な
い
も
の
を
。
契
り
き
な
か
た
み
に
袖
を
し
ぼ
り
つ
つ
末
の
松
山
浪
こ
さ
じ
と
は
（
俊
）
〈
出
典
〉
後
拾
遺
集
七
七
〇
・
巻
一
四
「
心
変
り
て
侍
り
け
る
女
に
人
に
代
り
て
」
〈
現
代
語
訳
〉
約
束
し
た
よ
ね
。
互
に
嬉
し
涙
の
袖
を
絞
っ
て
は
絶
対
に
心
変
わ
り
な
ど
し
な
い
と
。
そ
れ
な
の
に
あ
な
た
は
。
あ
づ
ま
〈
鑑
賞
〉『
古
今
集
』
東
歌
「
君
を
お
き
て
あ
だ
し
心
を
わ
が
持
た
ば
末
の
松
山
浪
も
越
え
な
ん
」
を
踏
ま
え
る
。
本
歌
の
男
の
心
変
わ
り
を
女
の
心
変
わ
り
に
詠
み
か
え
て
い
る
。
こ
の
東
歌
に
は
、
千
年
前
の
貞
観
地
震
の
際
に
起
こ
っ
た
大
津
波
の
記
憶
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
〈
作
者
〉
清
原
元
輔
延
喜
八
年
（
九
〇
八
年
）〜
永
祚
二
年
（
九
九
〇
年
）。
深
養
父
の
孫
。
清
少
納
言
の
父
。
寛
和
二
年
（
九
八
六
年
）
に
肥
後
守
と
し
て
赴
任
し
、
現
地
で
没
し
た
。
梨
壺
の
五
人
（『
後
撰
集
』
の
撰
者
）
の
一
人
。
〈
他
秀
歌
〉
秋
の
野
の
萩
の
錦
を
我
が
宿
に
（
ふ
る
さ
と
に
）
鹿
の
音
な
が
ら
移
し
て
し
が
な
（
和
漢
朗
詠
集
二
八
五
）
秋
の
野
に
錦
の
よ
う
に
咲
い
て
い
る
萩
の
花
を
、
私
の
邸
に
鹿
の
音
と
一
緒
に
移
し
植
え
た
い
も
の
だ
な
あ
。
み
吉
野
の
山
の
白
雪
積
も
る
ら
し
故
郷
寒
く
な
り
ま
さ
る
な
り
（
公
・
俊
）
〈
出
典
〉
古
今
集
三
二
五
・
巻
六
「
奈
良
の
京
に
ま
か
れ
る
時
に
宿
れ
り
け
る
所
に
て
よ
め
る
」
〈
現
代
語
訳
〉
吉
野
山
の
白
雪
は
降
り
積
も
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
旧
都
奈
良
が
こ
ん
な
に
寒
く
な
っ
た
の
だ
か
ら
。
〈
鑑
賞
〉
詞
書
に
よ
れ
ば
吉
野
で
は
な
く
平
城
京
で
詠
ん
だ
歌
。
〈
作
者
〉
坂
上
是
則
生
没
年
未
詳
。
九
〇
〇
年
前
後
に
活
躍
。
坂
上
田
村
麻
呂
の
末
裔
。
延
喜
八
年
（
九
〇
八
年
）
か
ら
延
長
二
年
（
九
二
四
年
）
ま
で
の
任
官
記
録
が
あ
る
。『
古
今
集
』
撰
者
時
代
の
有
け
ま
り
力
歌
人
。
蹴
鞠
の
名
手
。『
後
撰
集
』
の
撰
者
の
一
人
坂
上
望
城
は
息
。
〈
他
秀
歌
〉
朝
ぼ
ら
け
有
明
の
月
と
見
る
ま
で
に
吉
野
の
里
に
降
れ
る
四
三
白
雪
（
百
人
一
首
）
夜
が
ほ
の
か
に
明
け
始
め
る
こ
ろ
、
有
明
の
月
が
照
っ
て
い
る
の
か
と
思
う
ほ
ど
に
、
吉
野
の
里
に
降
り
つ
も
っ
て
い
る
雪
の
な
ん
と
白
い
こ
と
よ
。
咲
き
に
け
り
我
が
山
里
の
卯
の
花
は
垣
根
に
消
え
ぬ
雪
と
見
る
ま
で
（
俊
）
〈
出
典
〉
元
真
集
勅
撰
集
不
掲
載
歌
〈
現
代
語
訳
〉
私
の
住
ん
で
い
る
山
里
で
は
白
い
卯
の
花
が
満
開
に
咲
い
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
る
で
垣
根
に
消
え
残
っ
た
雪
の
よ
う
に
見
え
る
。
も
と
ざ
ね
〈
作
者
〉
藤
原
元
真
生
没
年
未
詳
。
清
邦
の
息
。
承
平
五
年
（
九
三
五
年
）
加
賀
掾
か
ら
康
保
三
年
（
九
六
六
年
）
丹
波
介
ま
で
の
任
官
記
録
が
あ
る
。
天
徳
内
裏
歌
合
の
歌
人
に
も
撰
ば
れ
て
い
る
。
〈
他
秀
歌
〉
君
恋
ふ
と
か
つ
は
消
え
つ
つ
経
る
ほ
ど
に
か
く
て
も
生
け
る
身
と
や
見
る
ら
む
（
後
拾
遺
集
八
〇
七
番
）
あ
な
た
が
恋
し
く
て
私
は
消
え
入
る
ば
か
り
で
す
。
そ
れ
で
も
私
は
死
な
な
い
で
生
き
て
い
る
と
あ
な
た
は
御
覧
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
岩
橋
の
夜
の
契
り
も
絶
え
ぬ
べ
し
明
く
る
わ
び
し
き
葛
城
の
神
（
公
・
俊
）
〈
出
典
〉
拾
遺
抄
四
七
七
・
拾
遺
集
一
二
〇
一
・
巻
十
八
「
大
納
言
朝
光
下
臈
に
侍
け
る
時
女
の
も
と
に
忍
び
て
ま
か
り
て
暁
に
帰
ら
じ
と
言
ひ
け
れ
ば
」
〈
現
代
語
訳
〉
久
米
路
の
岩
橋
の
工
事
が
中
断
し
た
よ
う
に
、
あ
な
た
と
の
仲
も
途
絶
え
そ
う
で
す
。
葛
城
の
神
の
よ
う
に
醜
い
私
の
顔
を
見
よ
う
と
、
夜
明
け
ま
で
帰
ら
な
い
お
つ
も
り
な
ら
（
顔
を
見
ら
れ
る
の
は
恥
ず
か
し
い
）。
〈
鑑
賞
〉
通
い
婚
の
場
合
、
男
は
暁
（
午
前
三
時
過
ぎ
）
に
な
る
と
帰
え
ん
ぎ
ょ
う
じ
ゃ
ひ
と
こ
と
ぬ
し
っ
た
。
背
景
に
役
の
行
者
と
容
貌
の
醜
い
葛
城
の
神
（
一
言
主
神
）
の
架
橋
伝
説
を
踏
ま
え
て
い
る
。
〈
作
者
〉
小
大
君
天
慶
三
年
（
九
四
〇
年
）
頃
〜
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
年
）。
父
母
未
詳
。「
こ
お
お
き
み
」
あ
る
い
は
「
こ
だ
い
の
き
み
」
と
読
む
。「
三
条
院
女
蔵
人
左
近
」
と
も
称
し
た
。
〈
他
秀
歌
〉
大
井
川
そ
ま
山
風
の
寒
け
れ
ば
立
つ
岩
浪
を
（
寒
け
き
に
岩
う
つ
波
を
）
雪
か
と
ぞ
見
る
（
新
拾
遺
集
六
六
九
）
大
井
川
に
杣
山
か
ら
吹
く
風
が
寒
い
の
で
、
岩
に
ぶ
つ
か
っ
て
立
つ
浪
の
し
ぶ
き
が
ま
る
で
雪
が
降
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
で
す
。
四
四
有
明
の
月
の
光
を
待
つ
ほ
ど
に
我
が
世
の
い
た
く
ふ
け
に
け
る
か
な
（
公
・
俊
）
〈
出
典
〉
拾
遺
抄
五
〇
九
・
拾
遺
集
四
三
六
・
巻
八
「
冷
泉
院
の
東
宮
に
お
は
し
ま
し
け
る
時
月
を
待
つ
心
の
歌
男
ど
も
の
詠
み
侍
け
る
に
」
〈
現
代
語
訳
〉
月
の
出
の
遅
い
有
明
の
月
を
待
っ
て
い
る
う
ち
に
、
す
っ
か
り
夜
も
更
け
て
し
ま
っ
た
な
あ
。
同
時
に
東
宮
が
即
位
し
て
そ
の
恩
恵
を
蒙
る
の
を
待
っ
て
い
る
う
ち
に
、
私
も
す
っ
か
り
老
け
て
し
ま
っ
た
な
あ
。
〈
鑑
賞
〉
冷
泉
院
の
東
宮
時
代
は
十
七
年
に
も
及
ぶ
。
〈
作
者
〉
藤
原
仲
文
延
長
元
年
（
九
二
三
年
）〜
正
暦
三
年
（
九
九
二
年
）。
公
葛
の
息
。
蔵
人
か
ら
地
方
官
を
歴
任
。
貞
元
二
年
（
九
七
七
年
）
上
野
介
、
正
五
位
下
。
〈
他
秀
歌
〉
思
ひ
知
る
人
に
見
せ
ば
や
よ
も
す
が
ら
我
が
常
夏
に
置
き
ゐ
た
る
露
（
拾
遺
集
八
三
一
番
）
恋
の
情
趣
が
わ
か
る
人
に
見
せ
た
い
も
の
で
す
。
私
の
庭
の
常
夏
の
花
に
置
い
て
い
る
露
を
（
恋
人
の
訪
れ
も
な
い
私
の
寝
床
が
涙
で
び
っ
し
ょ
り
濡
れ
て
い
る
の
を
）
昨
日
ま
で
よ
そ
に
思
ひ
し
あ
や
め
草
け
ふ
我
が
宿
の
つ
ま
と
見
る
か
な
（
公
・
俊
）
〈
出
典
〉
拾
遺
抄
七
三
・
拾
遺
集
一
〇
九
・
巻
二
「
屏
風
に
」
〈
現
代
語
訳
〉
昨
日
ま
で
疎
遠
に
思
っ
て
い
た
菖
蒲
を
、
今
日
（
五
月
ふ
五
日
）
我
が
家
の
軒
の
端
に
葺
く
と
、
ま
る
で
妻
の
よ
う
に
親
し
み
を
覚
え
る
こ
と
だ
。
〈
鑑
賞
〉『
能
宣
集
』
の
詞
書
に
「
五
月
、
菖
蒲
ふ
き
た
る
家
の
端
に
人
な
が
め
て
ゐ
た
る
所
」
と
あ
る
の
で
、
屏
風
に
描
か
れ
た
五
月
の
絵
を
見
て
写
実
的
に
詠
ん
だ
屏
風
歌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
し
の
ぶ
〈
作
者
〉
大
中
臣
能
宣
延
喜
二
十
一
年
（
九
二
一
年
）〜
正
暦
二
年
（
九
九
一
年
）。
頼
基
の
息
。
輔
親
の
父
。
伊
勢
大
輔
の
祖
父
。
代
々
伊
勢
神
宮
の
祭
主
を
勤
め
る
。
後
宮
の
五
舎
の
一
つ
で
あ
る
梨
壺
（
昭
陽
舎
）
の
五
人
の
一
人
。『
後
撰
集
』
の
撰
者
の
一
人
。
〈
他
秀
歌
〉
御
垣
守
衛
士
の
た
く
火
の
夜
は
燃
え
昼
は
消
え
つ
つ
物
を
こ
そ
思
へ
（
百
人
一
首
）
衛
士
の
た
く
火
が
夜
は
燃
え
て
昼
は
消
え
て
い
る
よ
う
に
、
恋
の
物
思
い
に
悩
む
私
も
、
夜
は
燃
え
て
昼
は
消
え
入
る
ば
か
り
で
す
。
恋
す
て
ふ
我
が
名
は
ま
だ
き
立
ち
に
け
り
人
知
れ
ず
こ
そ
思
ひ
そ
め
し
か
（
俊
）
〈
出
典
〉
拾
遺
抄
二
三
五
・
拾
遺
集
六
二
一
・
巻
十
一
「
天
暦
御
時
歌
四
五
合
」
〈
現
代
語
訳
〉
恋
を
し
て
い
る
と
い
う
私
の
噂
は
は
や
く
も
広
ま
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。
誰
に
も
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
秘
か
に
思
い
そ
め
た
ば
か
り
な
の
に
。
〈
鑑
賞
〉
天
徳
内
裏
歌
合
「
恋
」
題
で
平
兼
盛
の
「
し
の
ぶ
れ
ど
」
と
番
に
な
っ
て
優
劣
を
競
っ
た
歌
。
〈
作
者
〉
壬
生
忠
見
生
没
年
未
詳
。
忠
岑
の
息
。
天
暦
七
年
（
九
五
三
年
）
以
下
の
歌
合
で
活
躍
し
て
い
る
。『
百
人
一
首
一
夕
話
』
に
よ
る
と
、
幼
名
は
「
多
々
」
で
あ
り
、
成
人
し
て
「
忠
実
」
と
名
乗
っ
た
が
、
後
に
「
忠
見
」
と
改
名
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
〈
他
秀
歌
〉
い
づ
か
た
に
鳴
き
て
行
く
ら
む
ほ
と
と
ぎ
す
淀
の
渡
り
の
ま
だ
夜
深
き
に
（
拾
遺
集
一
一
三
番
）
ど
っ
ち
の
方
向
に
鳴
い
て
飛
び
去
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
淀
の
渡
り
（
辺
り
）
は
ま
だ
真
っ
暗
な
の
に
。
暮
れ
て
ゆ
く
秋
の
形
見
に
置
く
も
の
は
わ
が
元
結
ひ
の
霜
に
ぞ
あ
り
け
る
（
公
・
俊
）
〈
出
典
〉
拾
遺
抄
一
三
六
・
拾
遺
集
二
一
四
・
巻
三
「
暮
れ
の
秋
重
之
が
消
息
し
て
侍
り
け
る
返
り
事
に
」
〈
現
代
語
訳
〉
暮
れ
て
去
っ
て
ゆ
く
秋
が
形
見
に
残
し
て
い
っ
た
も
の
は
、
私
の
元
結
に
置
い
た
霜
な
ら
ぬ
白
髪
（
老
の
象
徴
）
で
あ
っ
た
な
あ
。
〈
作
者
〉
平
兼
盛
生
年
未
詳
。
正
暦
元
年
（
九
九
〇
年
）
没
。
光
孝
天
皇
の
玄
孫
。
篤
行
王
の
息
。
最
初
は
兼
盛
王
だ
っ
た
が
天
暦
四
年
（
九
五
〇
年
）
に
臣
籍
降
下
し
平
姓
を
賜
う
。『
後
撰
集
』
時
代
の
有
力
歌
人
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
撰
者
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
不
審
が
ら
れ
て
い
る
。
〈
他
秀
歌
〉
忍
ぶ
れ
ど
色
に
出
で
に
け
り
我
が
恋
は
物
や
思
ふ
と
人
の
問
ふ
ま
で
（
百
人
一
首
）
忍
び
に
忍
ん
で
も
、
私
の
恋
心
は
つ
い
顔
に
出
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
誰
か
を
恋
し
て
い
る
の
か
と
人
が
尋
ね
る
ほ
ど
ま
で
に
。
と
秋
風
の
吹
く
に
つ
け
て
も
訪
は
ぬ
か
な
荻
の
葉
な
ら
ば
音
は
し
て
ま
し
（
俊
）
〈
出
典
〉
後
撰
集
八
四
六
・
巻
十
二
「
平
か
ね
き
が
や
う
や
う
か
れ
が
た
に
な
り
に
け
れ
ば
つ
か
は
し
け
る
」
〈
現
代
語
訳
〉
あ
な
た
は
私
に
飽
き
た
か
ら
、
秋
風
が
吹
く
こ
と
に
か
こ
つ
け
て
も
私
を
訪
れ
て
は
く
れ
な
い
の
で
す
ね
。
荻
の
葉
だ
っ
た
ら
風
に
吹
か
れ
て
音
が
し
た
（
訪
れ
た
）
で
し
ょ
う
に
。
〈
鑑
賞
〉
相
手
の
「
平
か
ね
き
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。
あ
る
い
は
真
材
四
六
（
さ
ね
き
）
の
誤
写
か
。
な
か
つ
か
さ
〈
作
者
〉
中
務
延
喜
十
二
年
（
九
一
二
年
）
頃
〜
正
暦
二
年
（
九
九
二
年
）。
父
敦
康
親
王
が
中
務
卿
だ
っ
た
こ
と
で
中
務
と
称
す
る
。
母
は
伊
勢
。
天
暦
・
天
徳
期
の
代
表
的
女
流
歌
人
。
源
信
明
を
筆
頭
に
複
数
の
男
性
と
恋
愛
関
係
が
あ
っ
た
。
〈
他
秀
歌
〉
忘
ら
れ
て
し
ば
し
ま
ど
ろ
む
ほ
ど
も
が
な
い
つ
か
は
君
を
夢
な
ら
で
見
む
（
拾
遺
集
一
三
一
二
番
）
ほ
ん
の
し
ば
ら
く
で
も
亡
く
な
っ
た
娘
の
悲
し
み
を
忘
れ
て
眠
り
た
い
も
の
で
す
。
も
は
や
現
実
に
は
会
え
な
い
の
だ
か
ら
、
せ
め
て
夢
で
会
い
た
い
の
に
眠
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
（
注
）
本
論
で
底
本
と
し
て
い
る
「
三
十
六
歌
仙
」
は
、
早
苗
ネ
ネ
氏
の
Ｃ
Ｄ
『
京
都
・
高
台
寺
三
十
六
歌
仙
和
歌
う
た
』
所
収
本
で
あ
る
。
こ
の
Ｃ
Ｄ
は
新
た
な
「
三
十
六
歌
仙
」
の
流
布
本
と
考
え
て
い
る
。
四
七

